
17 年 6 月 16 日 民生文教委員会 

発達障がい児への対応についての質問・答弁 

「教育部」 

◯佐野委員 

それでは、２点ほど質問したいと思います。 

まず、発達障がい児童への対応についてでございます。

過去２回ほど、学校現場での対策について教育部に向けて

この発言をさせていただきました。後ほど福祉保健部所管

でもあと２つ、３つありますが、まずは教育部にお尋ねし

たいと思います。過日、発達障がいの子どもを持つお母さ

ん方にるるお聞きをする機会がございました。その中で、

学校での授業等での発達障がい児童への対応ケースの場合

については、対象となられる方とよく相談をして、個別の

教育支援計画及び個別の指導計画で対応されている、これ

は承知をしております。 

そこで、質問ですが、まず、学校で問題行動を起こすよ

うになってしまった場合、学校と相談の上で、まずは山梨

県立こころの発達総合支援センターと連携をとる必要があ



るものと考えています。でも、現状では、連絡しても数カ

月待ちということが多いと聞きます。対象者が山梨県立こ

ころの発達総合支援センターに行く前での間、本市として

はどういう対応をとられるかお聞きしたいと思います。 

 

◯松田学校教育課長 

発達上の特性等により、学校での生活、あるいは学習面

に困難が増してきているという場合には、佐野委員御指摘

のとおり、専門機関との連携というのはまず何より大切に

なるかと思いますけれども、学校におきましてはスクール

カウンセラーが配置されておりまして、まずはスクールカ

ウンセラーとの連携ということになります。また、甲府市

におきましても、甲府市教育委員会に発達相談員という臨

床心理士の資格を持った者を配置しておりまして、学校の

要請によりまして派遣する、あるいは特別支援の巡回相談

専門家チームというものも持っておりまして、これは医師、

あるいは特別支援学校の専門性の高い教員等も入っており

まして、こういったチームが要請により学校を巡回し、学



校での支援のあり方について指導、助言をするようなシス

テムになっております。 

 

◯佐野委員 

わかりました。いずれにしろ、恐らくそうはいっても、

こうしてもらいたい、ああしてもらいたいということにつ

いては、現場の先生もそうですし、それから、親御さんは

手が届かないなということは感じられていると思うわけで

す。ここについては、この後にまた質問させていただきま

すが、庁内体制もとっていって、最終的には山梨県へつな

ぐということを根本的にやらないといかんのだろうなと思

っておりますので、ぜひ現状ある体制でしっかりそういう

方々のお声を聞いていっていただきたいと思います。 

２つ目でございます。発達障がいの子どもたちへの対応

は、学校によりばらつきがある。私は伊勢地区に住んでお

るんですけれども、伊勢地区の小学校は非常に発達障がい

への対応がよいという話がありまして、羽黒地区から引っ

越しをされて伊勢小学校に通っているお子さんもいると聞



いています。先ほどのとおり本人の意思も確認の上、学区

外に通学もさせてよいとは聞いていますけれども、そこへ

引っ越さなければならないんだと思いますので、親の負担

を考えれば、本来それぞれの地域で対応ができるのがベス

トであり、よいと思っていますけれども、ここについて改

善や今後の対応策などがあればお示しをいただきたいと思

います。 

また、発達障がいに関して、学校現場では担任教員の負

担が重過ぎるのではないかということですね。本来であれ

ば、我々がそう指摘するんですけれども、実はお母さんの

ほうから、うちの子どもを見てもらうと、学校の先生の負

担はちょっと重いんじゃないかという、逆に我々が学ばな

ければならないようなお声もいただいておりますが、この

あたりについてはいかがお考えでしょうか。 

 

◯松田学校教育課長 

佐野委員御指摘のとおり、それぞれの子どもが地域の学

校で学ぶといったものが本来あるべき姿だと考えておりま



す。甲府市内の幾つかの学校に通級指導教室ということで、

週１時間から８時間ということになりますけれども、通っ

て特別の指導を受けるという制度がある学校などもありま

して、恐らくそういったことではないかと捉えております。 

あと、各学校の先生方の負担といいますか、そういった

ことについてですけれども、各学校におきましては、担任

１人で抱え込むことのないように、特別支援教育コーディ

ネーター、あるいは校内委員会というのを必ず設置するこ

とになっておりまして、学校体制での支援を行うこととな

っております。また、甲府市としましても、先ほどお話し

しましたように発達相談員等の学校を支援する体制を整え

ておるとともに、特別支援教育支援員というのを各学校に

配置しておりまして、特別支援教育支援員は特別支援学級

の子どもたちだけではなく、通常学級に在籍する発達上の

特性の強いお子さんなどについても支援を行うとなってお

りますので、こういった体制を総合的に進めていきたいと

考えております。 

 



◯佐野委員 

ありがとうございました。学校現場では非常に負荷も大

きくなってきて、それでもそういうお子さんをしっかり甲

府市としても面倒を見なければならないという、どんどん

負荷は大きくなるというのは私も承知しております。それ

で、山梨県の対策としても、平成２８年度策定の子どもの

心のケアに係る総合拠点（仮称）整備基本構想というもの

を確認しますと、今後この施設の早期建設が待望されるわ

けでございます。 

ここに子どもの心のケアに係る総合拠点（仮称）整備基

本構想を持ってきたんですけれども、この中で児童心理治

療施設が充当されている形になっています。市民からの悩

みについて言えば、対応は現状から鑑みてもこの施設がで

きると大きく改善されるとは考えています。ただ、山梨県

で受け皿をつくってもらっても、市町村のつなげる側の協

力体制がないといかんと思っています。特にこれは本市に

建設をされるわけでございますので、発達障がいで悩む親

御さんへの対応、この受け皿へ持ち上げる我々の協力体制



ができていないとおくれてしまうので、今から本市の庁内

体制の準備が必要だと考えますけれども、教育部としてお

考えを聞かせていただきたいと思います。 

 

◯松田学校教育課長 

庁内で我々教育委員会と連携を取っているところとして、

福祉保健部、子ども未来部等があります。具体的には現在

どのような連携が進められているかというところでお話し

しますと、子どもの発達等の相談で子ども相談センター「お

ひさま」へ来た方の情報につきましては、子ども支援課の

ワーカーさんが最初にキャッチをするわけですけれども、

そういった中で、例えば学校生活上の悩み、困難さを持っ

ている、あるいは就学に当たってどういった学校、学級を

選んでいくかということで不安を持っているお子さんもあ

るわけですけれども、そういったケースの場合には、現在

ワーカーさんが保護者とともに学校教育課にお越しになり

まして、そこで例えば学校生活上のことについて、あるい

は就学の相談を始めるという形になっております。庁内で



の連携というのは非常に重要になっておりますし、実際ふ

えていると感じております。 

以上でございます。 

 

◯佐野委員 

ありがとうございました。しっかり各部局に横串を刺し

て連携をとっていただきたいと思います。市民の皆さんは、

どこへ行けばいいのかというのはなかなかわからないわけ

ですね。そうすると、福祉保健部へ行ったり、子ども未来

部へ行ったり、教育委員会へ行ったり、もう少し言えば南

庁舎へ行ったり、そんな中で、こういう子どもが相談に来

たとなれば、それがすぐに上がる体制というのは構築して

いくべきだと思います。ここについては、後ほど福祉保健

部にも御質問したいと思います。いずれにしろ、教育現場

で一番接するところが多い教育委員会ですので、発達障が

い児についてはしっかりキャッチしていただいて、対応し

ていただきたいと思います。 

この質問は以上でございます。 



発達障がい児への対応についての質問・答弁 

「福祉保健部」 

◯佐野委員 

ありがとうございます。それでは、発達障がい児童への

対応について、福祉保健部にかかわる質問をしたいと思い

ます。 

先ほども教育部での対策について発言をさせていただき

ましたが、初めに、現在発達障がい児についての相談体制

は、子ども未来部は子ども支援課、子ども相談センター「お

ひさま」、福祉保健部については窓口、甲府市教育委員会に

ついては発達障がい窓口が存在しています。そして、相生

２丁目の甲府市子育て世代包括支援センターでも相談がで

きるわけであります。発達障がいの御相談を市民からいた

だいた場合は、所管の対応でなかった場合については、恐

らく市民に出向くべき部署、学校だったら学校という形で

対応すると思っておりますが、一堂に会して対応、協議を

することが解決の早道だと思っています。 

まず、各部の連携、会議などは現状どうされているのか。



それから、情報の共有などについてどうなのか。また、こ

ういうことがされていなければ、迅速な市民対応のために

は今後について定期的な庁内連絡会議が必要だと思います

が、いかがでしょうか。 

 

◯長田障がい福祉課長 

発達障がい児者への対応につきましては、今佐野委員が

おっしゃったとおり、私どもを含めさまざまな部署で相談

支援をさせていただいているところでございます。現状で

すと、それらの部署が１つに集まって対応、協議、情報共

有、検討をするといった庁内の会議というのは存在しない

のが実情でございます。佐野委員がおっしゃるとおり、私

どももその必要性については十分認識してございます。現

在、そういった庁内の会議の設置に向けまして、私ども福

祉保健部の中で具体的に詳細な制度設計、それから要綱の

つくり込みを行っているといった状況でございます。 

以上でございます。 

 



◯佐野委員 

ありがとうございます。力強い御答弁というか、一番主

管の部署であります福祉保健部の皆さんがそれが必要だと

気がついていて、進めているという体制については、本当

にありがたいと思います。 

私は、発達障がいについて全国の先進例を調べてみたん

ですけれども、意外に北海道札幌市が進んでおりまして、

「札幌における発達障がい早期支援体制の構築に向けた実

態調査報告書」という結構厚いものなんですが、この中を

見ますと、これは子ども未来部の所管になるかと思うんで

すけれども、まず、初めて心配した年齢ということで調査

をしているんですけれども、ｎ数は４３名と少ないんです

が、４３名の回答の中で、２歳までに２９名、６７．４％、

それから３歳までに３６名、８３．７％の保護者が心配を

し始めているそうです。発達の相談で最初に利用した事業

とかサービスというのは、発達障がいかどうかということ

は、言葉をしゃべらないとか、落ちつきがないということ

での御相談だそうですが、１歳半・３歳健康診査を最初に



利用したときに御相談をしたということだそうです。 

ということは、福祉保健部が主管なんですが、基本的に

は子ども未来部にかかわることがここには出てきますし、

先ほど教育部へ質問をした段階では、小学校になってくる

と小学校に伴うような心配が出てくるので、そこから発症

するというか、ちょっとうちの子と思っていても、小学校

の段階になった場合についてはそこからも情報が上がって

くる。このような数値からも、先ほどあったように一元化

をしていかないと、対応が非常に厳しい状況になると思わ

れるわけです。 

それで、山梨県が平成２８年１１月に策定しました子ど

もの心のケアに係る総合拠点（仮称）の資料を見ますと、

今後この拠点については早期建設が待望されるわけです。

これは山梨県のことですから、山梨県がやってくれとお願

いするしかないんですけれども、この施設の中では、児童

心理治療施設などが充当されております。市民からの悩み

について言えば、現状から見ても、この拠点があることで

大きく改善される場合があると思います。この拠点では、



早期治療というか、改善に向けていろいろな形でできると

いうことになりますが、こういう受け皿があっても、市町

村のつなげる側の協力体制がないと、できた段階で右往左

往しまうということも考えられると思います。特に本市の

発達障がいで悩む親御さんへの対応がおくれてしまうとい

うのはよくないので、この拠点は甲府市に建ちますから、

ほかの市町村はいざ知らず、甲府市がそこへすぐさまつな

げられる体制というのが大事だと思います。 

そこで、先ほど庁内で連携していただけるということで

すので、今度はそこへ向けてしっかり庁内でどうつなげて

いくかという体制の整備が重要だと思いますけれども、そ

の辺についてはいかがお考えでしょうか。 

 

◯長田障がい福祉課長 

先ほど御説明させていただきました庁内の連携会議なん

ですが、あくまでも現状なんですが、仮称としまして発達

障がい児者の支援に関する庁内検討会議という名前を想定

してございまして、その中で、発達障がい児、あるいは発



達障がいが疑われるお子さん、その保護者に対して、乳幼

児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫し

た総合的かつ継続的な相談支援を行うための体制の構築、

それから、各課相互の緊密な連携体制の強化を図るという

のを会議の目的として設置したいと考えてございます。佐

野委員御指摘のとおり、今度住吉２丁目にできますので、

そことの密な連携も視野に入れた中で、本市における発達

障がい児者に対する総合的な一貫した支援体制というのを

この会議の中で十分に検討してまいりたいと考えてござい

ます。 

それから、先ほどの質問の補足でございますが、この会

議につきましては、関係各課長レベルから成る部分と、係

長職で構成される実務者会議と２段構成を想定しておりま

して、具体的な個別の困難ケースでの情報共有とかの部分

については、実務者会議の中で連携していきたいと考えて

ございます。 

以上でございます。 

 



◯佐野委員 

ありがとうございます。私は、発達障がいということで

２度ほど本会議で質問しているんですが、本会議の会議録

では、全国を調べると甲府市の教育部については非常に先

進的でしたということでとどめさせていただいたんですが、

主管となる各部署をまとめ上げる福祉保健部が今後そうい

った形で具体的に会議を開催して、いろいろな御意見を聞

く中で進めていかれるということについては、非常にあり

がたく思います。今見た限りでは、これも各市町村の中で

は一番先進的だと思います。 

というのは、札幌市発達障がい者支援施策体系というの

があるんですが、これの中にもあるように、まずは最初に

調査をして、連絡をされて、それが共有されて、それから、

長田障がい福祉課長に今御答弁していただいたとおり、ゼ

ロ歳児から青年期までを漏れなく進めていける体制という

のは、断片的ではない重層的な発達障がいの施策だと思い

ますので、同じような体系になっていますし、これができ

ると甲府市は非常に先進的ではないかと思いますので、ど



うかよろしくお願いしたいと思います。 

それでは、いろいろな話をお母さん方からもるるお聞き

する機会がたくさんありましたので、個々にお尋ねをした

いと思います。まず、子どもに発達障がいがあって、小学

校で不登校を経験、お母さんだけのひとり親世帯で、１人

で学校へ行けない場合もあるので、家で見てくれる者もい

ない場合については、どのような対応をされていかれるか

ということですね。基本的に本市が行う、まず窓口での対

応としての制度説明などをお聞きしたいんですけれども、

よろしいですか。 

 

◯長田障がい福祉課長 

私ども障がい福祉課ですと、そういったケースにおきま

しては、最初に私どもの相談窓口、それから甲府市障害者

基幹相談支援センター「りんく」で相談を受け付けるとい

った状況になろうかと思っております。発達障がいの受け

入れができている保護者さんの場合につきましては、私ど

もが相談を受けた後に、相談支援事業所等での相談を経ま



して、私どものほうにサービスの利用の申請をいただくと

いった流れになってございます。私どものほうで調査させ

ていただいた後に、審査会を経る必要がございますけれど

も、このお子さんに対しては月どの程度、それを何カ月と

いったサービスの供給量の支給決定をして、受給者証を発

行して、その後に今度はその方と各事業者さんで契約を交

わした上で、サービスの利用開始に至るといった流れ、制

度になってございます。 

以上でございます。 

 

◯佐野委員 

今はケースサンプルでお聞きしました。これは、本来窓

口で聞くことなんですが、今の長田障がい福祉課長の御答

弁のようにちゃんとお答えができるということが重要なこ

となので、あえて聞かせていただいたんですが、非常に心

強く思います。 

このような場合については、子どもの状況を聞いて確認

した上で、必要があれば、山梨県立こころの発達総合支援



センターは総合的になってきますから、ここへ連絡し、対

応を行うのも重要だと思っています。つなげる必要があっ

た場合、まず現状の山梨県立こころの発達総合支援センタ

ーとの連絡体制というのはどのように行っているか、先ほ

ども言ったんですけれども、４カ月先しか受け付けができ

ないという状況なんですが、そういうときにどうつなげて

いくか、あるいは、喫緊の課題の人もいると思うので、そ

ういう場合は優先したりする場合もあるかどうかお聞きし

たいんですけれども。 

 

◯長田障がい福祉課長 

現状あります山梨県立こころの発達総合支援センターで

すけれども、当然私どもの甲府市障害者基幹相談支援セン

ター「りんく」に比べて規模もスタッフもより充実してい

ますので、私どものほうで個別のケースの相談支援を行っ

ていく上で、スーパーバイザーが必要な場合については、

そちらのアドバイスもいただいているような状況だと考え

ております。喫緊の課題の場合に優先順位をという御質問



だったんですが、申しわけございません、そこまでの詳細

は承知してございません。 

◯佐野委員  

ありがとうございます。いずれにしろ、発達障がいの児

童に対する対応については、甲府市としてしっかりされて

いるということがよくわかりましたので、いろいろなこと

がございましたら、またどうか対応をしっかりしていって

いただきたいと思います。何かありますか。 

◯長田障がい福祉課長 

先ほどの喫緊のケースの場合について、山梨県立こころ

の発達総合支援センターと連絡を取り合うという体制は確

保されているということでございます。報告させていただ

きます。 

◯佐野委員 

重ねて詳細な御答弁ありがとうございました。またしっ

かり進めていっていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 


